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「いわてアグリベンチャーネット」からご覧になれます 

パソコン、携帯電話から「http://i-agri.net/Index/gate002」  

 

◆ りんご  早生種の熟度はほぼ平年並だがバラツキあり！適期収穫の徹底を！！ 
◆ ぶどう  着色がやや遅れ気味！食味を重視した適期収穫を！！ 

りんご 

１ 生育状況 

（１）果実生育 

定点観測地点（表１）の果実生育（横径）を県平均でみると、いずれの品種もほぼ平年並となって

います。８月の低温寡照の影響で生育の停滞が懸念されましたが、現時点では大きな影響を受けず概

ね順調に生育しています。しかしながら、今後の生育・成熟への影響が懸念されますので、随時、成

熟不良果やサビ果、奇形果等を摘果して着果負担を軽減し、生育の促進を図りましょう。 

（２）果実品質 

８月２１日時点の岩手県農業研究センターの「つがる」の果実品質調査結果をみると、硬度・糖度・

デンプン指数ともおおよそ平年並となっています（表２）。 

また、県内定点観測地点の「つがる」の果実品質調査結果をみると、例年以上に地域による熟度の

バラツキが大きい傾向にあり、特にも沿岸部でデンプン指数の低下が早い傾向にあります（図１）。

このように、地域や品種によって着色が先行したり果肉が先行したりと、収穫適期がバラつく可能性

もありますので、各地の普及センターやＪＡ等が提示する情報を確認し、適期収穫を心がけましょう。 

表１　県内各定点圃場における果実肥大（横径）状況（8月21日現在）

比 比 比 比 比 比

85.0 83.0 102% 85.9 99% 79 .0 79.9 99% 82.4 96% 74 .2 74.0 100% 78.0 95%

80 .6 80.6 100% 81.9 98% 74 .1 78.7 94% 75.3 98% 73 .1 71.9 102% 71.8 102%

80 .8 80.6 100% 84.1 96% 76 .5 78.9 97% 83.2 92% 71 .3 73.2 97% 77.8 92%

83 .7 83.5 100% 83.0 101% 76 .0 78.5 97% 78.1 97% 74 .8 75.0 100% 79.5 94%

86 .1 82.2 105% 90.8 95% 78 .7 80.2 98% 80.0 98% 73 .5 71.9 102% 71.2 103%

- - - - - 84 .8 83.0 102% 87.8 97% 77 .5 77.2 100% 82.1 94%

86 .5 83.4 104% 86.2 100% 80 .8 79.0 102% 84.4 96% 74 .4 75.2 99% 76.6 97%

78 .1 80.2 97% 82.9 94% 81 .9 79.7 103% 82.8 99% 72 .7 70.8 103% 72.2 101%

79 .7 82.7 96% 84.9 94% 82 .7 79.0 105% 80.0 103% 70 .1 70.6 99% 70.6 99%

- - - - - 77 .3 78.1 99% 82.1 94% 72 .1 73.4 98% 77.9 93%

82 .4 82.5 100% 82.6 100% 82 .1 78.4 105% 84.9 97% 75 .9 72.2 105% 77.3 98%

82 .8 80.3 103% 81.2 102% 81 .5 80.9 101% 84.2 97% 76 .3 74.5 102% 83.3 92%

- - - - - 83 .1 77.2 108% 82.8 100% 74 .6 72.8 102% 82.8 90%

71 .8 78.1 92% - - 70 .0 76.8 91% - - 66 .1 69.9 95% - -

- - - - - 78 .6 79.1 99% 80.1 98% 77 .4 73.8 105% 76.5 101%

82 .3 81.8 101% 84.2 98% 79 .9 79.3 101% 82.0 97% 74 .1 73.3 101% 76.9 96%

※　県平均値に農研センター、洋野町大野の数値は含まれていない
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ぶどう 

１ 生育状況 

８月２５日時点の定点調査地点における「キャンベルアーリー」の果実品質は（表４）、平年と比

較して房長がやや小さいものの、果径は平年並で、糖度は平年より高くなっており、着色開始も平年

より早まりました。 

しかし、８月の寡照の影響により、品種によっては着色や糖度上昇の遅延、酸抜けの遅れ等が懸念

されます。 

 

 
 

２ 収 穫 

収穫は着色、糖度などの食味に留意しながら、品種ごとの基準糖度に達してから行います。過熟に

なると、商品価値が低下し、裂果や脱粒の発生も助長しますので、過度に着色は期待せず適期収穫に

努めましょう。 
※ 詳細は、７月２７日発行の「農作物技術情報第５号 果樹」をご覧ください。 

 

 

 

表４　ぶどう（キャンベルアーリー）の生育状況（観測地点：紫波町赤沢）

調査年次 新梢長 節数 房長 果径 糖度

(cm) (葉数) (cm) (mm) (ｂｒｉｘ％

本年（Ｈ２９） 8/3 144 .6 16 .9 13 .1 19 .7 13 .0

平　年 8/8 135.0 17.5 15.6 19.5 11.5

平年差・比 -5 107% 97% 84% 101% 113%

前年（Ｈ２８） 7/31 152.6 16.5 16.0 20.5 14.4

前年差・比 3 95% 102% 82% 96% 90%

着色始期
（月/日）

８月２５日時点での生育

次号は９月２８日（木）発行の予定です。気象や作物の生育状況により号外を発行することがありま

す。 

中央農業改良普及センター県域普及グループは、地域農業改良普及センターを通じて農業者に対する

支援活動を展開しています。 


